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主体的・対話的で深い学びを目指して 

～数学を用いることのよさを見出して～ 
 

１  主題設定の理由 

グローバル化やデジタル化が急速に進み、変動が激しく不確実な未来や、予測できないような複雑な問題、解

決策が曖昧で正解が１つとは限らない状況など、目まぐるしくかたちを変える現代社会となっている。 

このような時代において、学校教育では、生徒が主体的・対話的で深い学びを実現するための授業デザイン

を工夫することが必要となっている。なお、学習指導要領では、育成すべき資質・能力として「何を理解しているか、

何ができるのか」「理解していること・できることをどう使うか」「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送

るのか」という三つの柱が示されている。これらの資質・能力を育成するためには、獲得した知識についてどのよ

うなときに使えるのか、そして、そのよさは何かを知り、新しい場面で実際に使い、その有用性を実感することが重

要であると考える。 

また、令和３年の中央教育審議会の答申『「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの

可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～』では、学びに向かう力の育成について、学習の

目標や教材について理解し、計画を立て、見通しをもって学習し、その過程や達成状況を評価して次につなげる

など、学習の進め方を調整していくことができるよう、発達の段階に配慮しながら指導することが大切であるとさ

れている。さらに、学習内容の理解を定着する観点からは、単に問題演習を行うだけではなく、内容を他者に説明

するなどの児童生徒同士の学び合いにより、児童生徒が自らの理解を確認し定着を図ることが、説明する児童

生徒及びそれを聞く児童生徒の双方にとって有効であり、授業展開として重要であるとされている。 

また、数学教育においては、数学科の目標が「数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的

に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す」とされ、「数学的な見方・考え方」という言葉が強調され

た。「数学的な見方・考え方」について、学習指導要領では、『「数学的な見方」は、「事象を数量や図形及びそれ

らの関係についての概念等に着目してその特徴や本質を捉えること」であると考えられる。また、「数学的な考え

方」は、「目的に応じて数、式、図、表、グラフ等を活用しつつ、論理的に考え、問題解決の過程を振り返るなどして

既習の知識及び技能を関連付けながら、統合的・発展的に考えること」であると考えられる』と述べられている。 

これらのことを受け、数学教育においては、問題解決において、数学を用いることのよさを見出すこと、そして、そ

のよさを使って新たな問題を解き、獲得した数学の知識の有用性を見出すことが重要であると考える。そこで、生

徒にとって主体的に学ぶためにはどのような指導方法が有効的であるのか、また、数学を用いることがどのよう

なよさにつながっていくのかということについて考えたい。そのため、主題を「主体的・対話的で深い学びを目指

して～数学を用いることのよさを見出して～」として１年生の「文字と式」「方程式」の単元を中心に実践した。 
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２ 研究仮説 

授業において、グループ学習や話し合い活動を積極的に行い、数学を用いることのよさを発見することで「で

きた」「わかった」を実感し、主体的・対話的で深い学びを実現できるだろう。 

 

３ 研究の計画 

達成のため、以下の手だてを実行していく。 

手だて①…小単元ごとの振り返りシート 

手だて②…問題の条件変更を行い、様々なパターンで問題を解くことで、数学を用いることのよさに気づかせる。 

 

４ 研究の実際と考察 

（１）生徒の実態 

年度当初から、小単元ごとに振り返りシートに取り組ませている。内容をみると「○○をしれました。」「問題をと

けて楽しかったです。」など、獲得した知識や感想を書いている生徒が多く見られた。しかし、授業の中で獲得し

た知識を使って工夫したことや、前単元や次単元とのつながりを意識して振り返ることができていない。これでは、

何を学び、どうやって次につなげていくかということが考えられないのではないかと思った。このようなことから２つ

の手立てを用いて数学のよさや有用性を見出させたいと考えた。 

 

（２）手立てについて 

手立て① 

振り返りカード 

  授業の小単元ごとに振り返りカードに取り組ませた。その際に、授業で学習したことを振り返りながら、客観的

に自分を見ることができるかどうか、文章表記することで確認することを目的とした。次の３点を自分の言葉で分

かりやすく表現することの指導を行った。 

   

 

 

 

①については、教科書や日々の振り返りカードをもとに、生徒が苦手としている箇所を発見してもらうことを目的と

した。また、②については、どのように苦手を克服したのかという点を書かせた。さらに、③では、それらをどのよう

に活用できるかについて考えさせた。そのようにすることで、数学のよさに気付き、主体的に学びを進めていく手

助けになるのではないかと考えた。評価基準は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 単元で難しかったこと。 

② ①を克服するために努力したこと、自分自身で工夫したこと。 

③ 次の単元につなげられそうなことや、前の単元とのつながり。 

A：数学の言葉を用いて、工夫したことや分かったことがかけ、前の単元とのつながりや、次の単元につなげ

ようとしている。 

B：数学の言葉を用いて、工夫したことや分かったことがかけている。 

Ｃ：分かったことや感想がかけている。 
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手立て② 

問題の条件変更を行い、様々なパターンで問題を解くことで、数学を用いることのよさに気付かせる。 

ここでは、瀬戸市の算数・数学教育研究会が取り組んでいる問題の条件の変更を行うことで様々な視点から問

題を見ることを目的として２つの授業実践に取り組んだ。 

（３）実践について 

実践１ 

「文字の式」の単元では、課題場面の数量の関係や法則などを、文字を用いた等式や不等式に表すことがで

きることを理解させたい。本時は、マジックという身近な題材を使用することで、文字式を用いて事象を表したり、

文字式から読み取ったりする活動を行うことで、数学を用いることのよさや楽しさに気付

かせたいと考えた。 

本時の内容は、文字式の特性を利用して、最初に生徒が思い浮かべた数が何であ

れ最後が必ず決まった数になるマジックである。生徒はどんな数を思い浮かべても最後

の数が全員同じになることに驚いて、マジックのタネを明かそうと考え始めた。生徒は初

めに個人で考えたのち、班で集まり、なぜ最初に思い浮かべた数字に関わらず同じ数に

なるのかということについて考え始めた。 

以下は全体のやり取りである。 

全体のやり取り 

T：それでは、なぜ最後の数が３になるか教えてください。 

Ｓ：足したり引いたりする数にだけ着目すると答えが３になる。 

Ｓ：最後に思い浮かべた数を引くからきれいになくなるのではないかと考えました。 

Ｔ：では、最初に思い浮かべた数を文字にして、文字の式にして考えてみるとどうですか。 

～各班で考え始める～ 

S:思い浮かべた数をｎにして、順番に計算していくと３になる。 

Ｔ：文字の式にして考えると、なぜみんな同じ数になるかわかりやすくなりますね。 

Ｓ：数式ではなく、数直線を使って考えてみましたが、文字式の方が分かりやすく、納得しました。 

 

ここで問題を「マジックを見破ろう」から「自分たちで新たなマジックを作ってみよう」に変更してみた。 

全体の流れ（条件変更後） 

T：自分たちでマジックをつくってみましょう。班で話し合い、よりよいマジックを作成します。 

～子どもたちは班で活動を行う～ 

S：最後に思い浮かべた数が出てくるようにしたいな。 

S：具体的な数で考えるより、文字を使って考えた方が分かりやすいよ。 

～班活動終了後～ 

T:では、班で考えたマジックを提出してクラス全体でお互いのマジックをやってみましょう。 

Ｓ：自分たちでは考えつかなかったマジックがあった。 

Ｓ：もう一度、マジックを考え直してみたい。 
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自分たちで新たなマジックを作り、ミライシードのオクリンクプラスに

提出することで、それぞれの班ごとに別の班が作った問題を解く姿を

見ることができた。初めにマジックを見破る活動を取り入れたことで、

すんなりとマジックを作る活動に入ることができたのではないかと考

える。 

 

以下は子どもたちの振り返りである。 

 

実践２ 

「方程式」の単元では、学んだ方程式が身のまわりや社会で役に立つことを実感させ、数学のよさに気付かせ

たい。本時では、生徒にとって身近な問題を設定し解かせることで、数学を用いることのよさに気付くことができ

るように授業展開を工夫した。 

生徒に提示した問題は下の「問題１」である。文章題を読んで方程式をたてる方法は未習なので、生徒たちは

既習事項である「表１」を用いて問題を解こうとしていた。この問題は表を書くと６個目で解を見つけることがで

きるため、クラス全員が問題を解くことができていた。 

そこで、問題の条件を「問題２」のように変更した。する

と、生徒たちは同じように表を右方向に書き進めていった。

中には 100 歳になるまで書き進める生徒もいた。しかし、

答えは３年前のため、解が表の左方向にあるので見つけ

ることができない。全員が困り始めたところで、生徒から

「方程式の学習をしているので方程式を用いて解を求め

ることができないか」と意見があった。そこでクラス全体で

方程式を利用して文章題を解く方法を考えた。結果、問題

２の解が負の数であることを求めることができた。 

 問題の解き方が分かったところで生徒たちから「今は先

生の年齢でやったけど、担任の先生だとどうなるんだろう」

「４倍、５倍も実は求めることができるのかな」といった問

いが出てきた。そこで残りの時間を使って問題１を生徒た

ち自身の問いに合わせた条件に変更させた。（問題３）そ

の中から好きな問題を選択して問題を解かせ、その解を

全体で共有して授業を終えた。 

問題１（条件変更前） 

先生の今の年齢は３０歳、みんなの年齢は１２歳で

す。先生の年齢がみんなの年齢の２倍になるのは何

年後でしょうか。 

表１ 

みんなの年齢 １２  １３   １４   … 

 

先生の年齢 ３０  ３１   ３２   … 

問題２（条件変更後） 

先生の今の年齢は３０歳、みんなの年齢は１

２歳です。先生の年齢がみんなの年齢の３倍に

なるのは何年後でしょうか。 

生徒が作成した問題 

担任の先生の年齢は４２歳、みんなの年齢は

１２歳です。先生の年齢がみんなの年齢の２倍

になるのは何年後でしょうか。 

 

・マジックのたねあかしに文字が使えて驚いた。 

・計算の仕組みを利用するマジックになることが分かった。文字をあてはめると分かりやすくなった。 

・文字を使うと、難しいマジックをわかりやすく説明でき、楽しく文字について理解を深められた。 

問題 3（条件変更） 

担任の先生の年齢は○○歳、みんなの年齢

は１２歳です。先生の年齢がみんなの年齢の〇

倍になるのは何年後でしょうか。 
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以下は生徒たちの授業の振り返りシートの意見である。 

【生徒の意見】 

このように生徒にとって身近な年齢を問題として使用し、授業の中で問題の条件を変更していった。そうするこ

とで、方程式を用いることのよさを生徒自身で見つけ出し、方程式を用いることに対して肯定的な意見を多く見

ることができた。 

 

 

 

５ 研究の成果と今後の課題  

～手立ての検証～ 

（１）手立て① 振り返りカード 

小単元ごとに振り返りを行うことで、子どもたちに 

客観的に自分が見られるようにするようした。最初は数

学の言葉を使ったり、工夫した点を書けなかったりした

生徒が多かった。１回１回評価を行い、伝えることで、

最後には工夫した点を細かく書けるようになった生徒

や、数学のよさに気付くようになった生徒の割合が増

加した。 

振り返りシートの評価を A を３点、B を２点、C を１

点として年度当初と比べると、クラス平均が 0.2ポイン

ト上昇した。このことより、初めは１行だけや、授業の感想しか書けなかった生徒が、学んだことのよさに気付くこと

ができるようになったといえるだろう。 

また、振り返りをみることで、私自身の授業で説明が足りなかった箇所が分かり、生徒たちで問題の分からな

いところを説明し合う時間を確保することができた。 

 このように日々、小単元ごとに振り返ることにより、生徒自身に自らの学びを振り返る場を与え、次の学習に向け

て自ら課題を設定したことで、数学のよさに気付き、深い学びにつながったのではないかと考えられる。 

 

（２）手立て②  

問題の条件変更を行い、様々なパターンで問題を解くことで、数学を用いることのよさに気づかせる。 

 

ここでは２つの実践を通して、生徒たちに数学を用いることのよさを発見させることができたのではないかと考

える。 

実践①では、「マジックを見破る」「マジックを作る」という２つの問いから、文字式を用いることのよさを見出さ

せようとした。生徒の振り返りを見ると、文字式のよさを見出した生徒も多く見られ、数学のよさを発見するには有

・表を書くのはあまり好きじゃないので、方程式を使ってこれからも解こうと思いました。 

・年齢を求める式にするまでが大変。でも表も書くまでが大変だと思った。方程式だとすぐに求められていいな

と思った。 

・表より方程式の方が使いやすい。 

・方程式のよさとか、方程式の式の作り方は一通りではないと分かった。 
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効的な取り組みであったように感じる。また、文字式を用いてマジックという身近な遊びに数学を当てはめること

で、普段の授業であまり数学に関心がない生徒たちも一生懸命になって班の仲間と協力し、自分たちだけのオリ

ジナルの問題を作ろうとしていた。ただ、１時間の中で２つの課題を解くことの難しさもあり、全員がマジックをつく

るというとこをまで到達できなかった。逆にすぐに理解してしまう生徒には簡単だったようで、今回の課題以上の

ことを考えようとし、マジックを提出できなかった。そのような場合の「主体的に学習に取り組む態度」の評価の仕

方を考えなければならないと感じた。 

実践②では、問題の条件を３回変更することで問いに対する様々な視点をもたせ、方程式のよさに気付かせよ

うとした。表を用いていては解けないように設定したことで、最後の学習では、方程式の問題に合うように、自分た

ちで問題を作り合う姿を見られた。その様子から、方程式を用いた方が簡単で、楽になると考える生徒を見ること

でき、数学のよさを発見するには有効な手立てであったと感じる。ただ、最後に問題を自身で作成するところまで

到達できない生徒もいたので、全員ができるような授業展開の工夫が必要であると感じた。 

２つの実践に共通して振り返りカードの記入内容をみると文字式や方程式を用いると「わかりやすくなる」、

「便利になる」といった意見が半数以上であった。このように、問題の条件を変更することを通して、話し合い活動

をしながら数学のよさを感じさせることができたのではないかと考える。 

 

（３）研究の成果 

主体的・対話的で深い学びの実現のために、２つの手立てを通して、自ら工夫した点を振り返る場の設定をし

たり、数学を用いることのよさに気付かせたりする活動を行ってきた。手立てを進めていく中で、学んだ内容を次

につなげようとする姿や、数学のよさに気付き問題に取り組もうとする姿から、研究の仮説である授業において、

グループ学習や話し合い活動を積極的に行い、数学を用いることのよさを発見することで「できた」「わかった」

を実感し、主体的・対話的で深い学びを実現することができたと考える。 

 

（４）今後の課題 

手立てを実践していく中で、数学のよさに迫ることのできない生徒もみられた。生徒にとって身近な問題設定

ではなかったことや、実践前の学習内容や既習事項が定着しきっていないことが要因ではないかと考える。生徒

が考えたいと思うような問題の設定の仕方を今後考えていきたい。また、条件変更した問題を考えたり、話し合い

を進めたりするためには、最低限の知識を身に着けさせる必要を感じた。練習の時間を多く取り入れたいが、授

業中の練習プリントだけでは確実な知識の定着が難しく、定着の方法を今後も考え続けていかなければならな

いと感じた。 

今後も、本実践から学んだことをもとに、よりよい手立ての考察をしていきたい。 
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